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Ⅰ．組織概要  

2016 年度に大学スポーツ振興関西地区検討会が有志教員により発足され、大学横断的、競技横断

的な取り組みを推進するために 2018 年 4 月 10 日に一般社団法人大学スポーツコンソーシアム

KANSAI（以下、KCAA）が設立された。KCAA は以下に示す５つの事業テーマに基づき運営を行っ

ている。 

 

１．大学スポーツにかかわる多様なステークホルダー間の情報共有・連携・協力を促進するプラ

ットフォームの形成 

２．社会を牽引し、未来を託せる「人財」の育成 

３．大学スポーツの振興と発展に資するスポーツガバナンスの構築 

４．大学スポーツの社会的・事業的価値の向上 

５．応援促進プログラムの運営 

 

2023 年 3 月 31 日時点で、正会員 23 大学、賛助会員 18 社、パートナー会員 10 団体となってい

る。前年比では 1 大学と 1 社が休会となった一方、2 団体が新たにパートナー会員として加盟し

た。 

加盟団体については、表 1 に示す。 

 

表 1．KCAA 加盟団体一覧 ※2023 年 3 月 31 日時点 

正会員（23） 追手門学院大学 

大阪学院大学 

大阪経済大学 

大阪工業大学 

大阪産業大学 

大阪体育大学 

大阪電気通信大学 

関西大学 

関西学院大学 

近畿大学 

甲南大学 

神戸学院大学 

神戸大学 

四国大学 

四天王寺大学 

摂南大学 

園田学園女子大学 

天理大学 

同志社大学 

阪南大学 

びわこ成蹊スポーツ大学 

立命館大学 

龍谷大学 

賛助会員（18） 

 

 

アシックスジャパン株式会社 

一般社団法人 S.E.A（日本営業大学） 

MG スポーツ株式会社 

大阪ガスネットワーク株式会社 

株式会社学生情報センター 

京屋釦株式会社 

株式会社神戸製鋼所 

株式会社サカイ引越センター 

株式会社 STEAM Sports Laboratory 

株式会社スポーツフィールド 

セノー株式会社 

株式会社電通 関西支社 

東亜道路工業株式会社 関西支社 

株式会社ニチレク 

日本製鉄株式会社 

株式会社報知新聞社 大阪本社 

株式会社マイナビ 

株式会社三菱 UFJ 銀行 

パ ー ト ナ ー 会 員

（10） 

大阪観光局 

大阪商工会議所 

大阪弁護士会 

関西学生放送連盟 

関西広域連合 

京都大学体育会 

全日本フルコンタクト空手コミッション 

東大阪市 
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公益社団法人関西経済連合会 

 

公益財団法人ワールドマスターズゲーム

ズ 2021 関西組織委員会 

 

正会員大学に関しては、SA 会議および企画委員会のもとに設置されたワーキンググループに参加

を促し、議論へ加わっていただいている。 

 

Ⅱ．運営体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KCAA 組織図 

 

KCAA の 2022 年度理事・監事の体制（2022 年 5 月定時社員総会以降～） 

 

会長（代表理事）伊坂忠夫（立命館大学 副学長・教授） 

副会長      藤本淳也（大阪体育大学 学長補佐・教授） 

理事      中西純司（立命館大学 学生部長・教授）*KCAA 事務局長 

理事      東 潤一（大阪商工会議所 経済産業部 課長） 

理事      上田滋夢（追手門学院大学 教授）*価値向上 WG 座長 

理事      小林義彦（関西経済連合会 地域連携部担当部長）（2022 年 9 月 30 日まで） 

理事      齋藤好史（大阪産業大学 教授） 

理事      佐川和則（近畿大学 教授） 

理事      高田義弘（神戸大学大学院 准教授） 

理事      橘 知孝（関西経済連合会 地域連携部参与）（2022 年 10 月 28 日より） 

理事      冨田英司（弁護士） 

理事      灘 英世（関西大学 教授）*ガバナンス WG 座長 

理事      花内 誠（スポーツと都市協議会 理事） 

理事      藤林真美（摂南大学 教授）*プラットフォーム形成 WG 座長 

理事      松永敬子（龍谷大学 教授）*人財育成 WG 座長 

理事      柳田昌彦（同志社大学 教授） 

監事      岡本大典（弁護士） 



5 
 

監事      川方裕則（立命館大学 教授） 

監事      神崎素樹（京都大学 教授） 

 

 

Ⅲ．2022 年度に実施した事業 

KCAA 

日付 事業内容 

通年 SA（スポーツ・アドミニストレーション）会議（7 回開催）  

通年 CONNECT 企画「大学スポーツの魅力をつなぐ」学生インタビュー 

（Youtube チャンネル） 

プラットフォーム形成 WG 主催 

2022.05.14 東大阪市 初心者向け体験型スポーツイベント「してみる」（協力）（雨天中止） 

 

2022.11.05 「KCAA シンポジウム〜大学スポーツ再発見」 

プラットフォーム形成 WG 主催 

2022.12.19 「第 1 回関西スポーツ振興シンポジウム」 

主催：関西経済連合会・KCAA 

2023.02.19 「体育会学生管轄部局のガバナンス構築に向けた研修会」 

ガバナンス構築 WG 主催 

2023.02.25 KCAA カンファレンス 2023「関西の大学スポーツの未来を語ろう」 

①KCAA 大学スポーツ奨励賞表彰式 

②カンファレンスⅠ「関西の大学スポーツの未来像Ⅰ：大学経営と大学間連携」 

③カンファレンスⅡ「関西の大学スポーツの未来像Ⅱ：地域社会と Well-being」 

④キャリアシミュレーションカードゲーム「FUTURE QUEST」完成発表 

 

KCAA 学生部会事業 

日付 事業内容 

通年 KCAA Student Live（Instagram、You Tube） 

 

2022.05.14 東大阪市 初心者向け体験型スポーツイベント「してみる」（協力）（雨天中止） 

 

2022.09.01 Monthly Summit 

 

 

Ⅳ．実施した事業の紹介 

１．プラットフォーム形成 WG 担当 

1-1 CONNECT 企画「大学スポーツの魅力をつなぐ」on YouTube 

 

＜方 法＞ YouTube「KCAA チャンネル」にて公開 

＜概 要＞  

大学スポーツに様々な立場で活躍している現役学生に「大学スポーツの魅力」について語っても
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らい、動画配信している。これから大学へ入学する高校生や大学スポーツに関わっていない現役学

生に向けて、大学スポーツに関わる人を増やしたいというコンセプトのもと、主に学生が製作して

いる。インタビュアーは加盟校の学生が務め、第２弾以降の動画編集は加盟校の学生が作業を担っ

ている。 

※11/9 以降順次公開済み 

第 1 弾 

第 2 弾 

第 3 弾 

第 4 弾 

川島芽衣さん  阪南大学硬式野球部マネージャー 

山下果歩さん  関西女子学生バスケットボール連盟委員長（園田学園女子大学） 

山田剛綺さん  関西学院大学サッカー部選手 

川元莉々輝さん 立命館大学男子陸上競技部選手 

 

＜KCAA チャンネル＞ 

https://www.youtube.com/channel/UC1i44QDCZM2xy9c8pdUZ-9Q 

 

1-2  KCAA シンポジウム「大学スポーツ再発見」 

 

＜実施日＞ 2022 年 11 月 5 日（土）10：30～15：15 

＜場所＞ キャンパスプラザ京都（JR 京都駅前）2F ホール 

＜概 要＞  

第１部は「する・みる・ささえる・つくる」さまざまな立場で大学スポーツに関わる学生たちが

登壇。各団体のオリジナリティあふれる活動内容を発表してもらった。第２部のグループワークで

は、「大学のスポーツ資源をどう活用するか？」をテーマに、学生と賛助会員・正会員校の教職員が

ひざを交えてディスカッション、多様な意見を紡いで大学スポーツの未来を創造するきっかけとし

た。 

  

第１部 シンポジウム「大学スポーツ再発見」（10：30～12：00） 

座長 佐川和則（KCAA 理事／近畿大学・教授） 

シンポジスト（大学名五十音順）： 

   坂野 舞 （関西学院大学 ラグビー部 アナリスト） 

  前田 晃太（近畿大学 体育会 近大スポーツ編集部） 

木村 美海（四国大学 陸上競技部 跳躍コーチ） 

   髙井 怜生（びわこ成蹊スポーツ大学 学友会競技スポーツ委員会 委員長） 

   切通 大雅（関西学院大学 競技スポーツ局学生チーム） 

   栗林みのり（立命館大学 AVA 副代表） 

 

第 2 部 グループワーク「大学のスポーツ資源をどう活用するか？」（13：15～15：15） 

ファシリテーター 大野宏之（KCAA プラットフォーム形成 WG メンバー／四国⼤学・教授） 

 

（別添１．ポスター、別添２．報告書） 

 

２．人財育成 WG 担当 

2-1 キャリアとは将来設計を意味し、キャリア支援とは就職活動のみを指すものでない。学生アス

リートの多くは、大学進学時において、学部での学びと同時に競技種目の継続を念頭に進路を決定

しているケースが多い。しかし、大学卒業後にトップアスリートとして競技を続ける学生アスリー

トはほんの一部に過ぎず、多くは大学 4 年間で競技を引退したり、志向を変更したりするなど、一
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般学生と同様に競技を離れ、就職の道を選ぶことになる。そこで、学生アスリートが不安なく卒業

後の進路を選択できるよう、早い段階からキャリアおよびデュアルキャリアを考える機会やプログ

ラムの提供について検討する。また、協賛企業様や関西経済連合会に所属する企業の方々のご協力

のもと、学生アスリートへの新たなキャリア支援について検討する。 

自ら考え、成長する学生アスリートを育成するために、KCAA 正会員の各大学は SA などを中心

にさまざまな取り組みを実施している。自ら思考する力量に加えて、①タイムマネジメント②目標

設定③タフネス④コミュニケーションなど、組織（体育会）の中で涵養される力量は、社会の中で

求められる内容との共通項も多く、就職率が一般学生よりも高い実績がある。他方で、学業と競技

の両立により、インターンシップを含む就職活動にかけられる時間が限定的であることも特徴とし

て挙げられ、満足度の高い進路・就職決定となっていない場合も見受けられる。 

以上を踏まえると、社会人基礎力などを比較的持ち備えているにもかかわらず、企業やリクルー

ト担当者との接点が少なく、就活にかける時間も短いことから、入職後のミスマッチが生じるリス

クが高いことが懸念される。そこで、まずは各 KCAA 正会員大学において学生アスリートのキャリ

アに関する意識や行動変容を促すキャリア支援が重要となる。その上で、限られた時間の中で、学

生アスリートに業界や企業との接点を創出することは、学生・企業両者にとって有益な取り組みと

なることが期待される。 

しかしながら、そのサポートも業務の一部とする SA の研修等も含め、残念ながら 2022 年度も新

型コロナ感染症の影響などもあり、実施に至っていない。また、UNIVAS（大学スポーツ協会）をは

じめとするキャリア関連セミナー等が急増し、本 WG においても見直しの検討のみを行い、具体的

な事業を予定通り進められていない状況にある。また、関西経済連合会との共催によるセミナーに

ついても検討はしたものの、実現には至らなかった。一方で、人財育成の対象として、新たにトレ

ーナーを加えることについての検討を行い、次年度も議論を継続することとなった。2023 年度は、

新たにプロジェクト型の事業展開について検討および実行をしていきたい。 

 

  

 

３．ガバナンス構築 WG 担当 

3-1 「体育会学生管轄部局のガバナンス構築に向けた研修会」 
 
＜実施日＞ 2023 年 2 月 19 日（土）15：00～17：00 

＜場 所＞ 関西大学梅田キャンパス 8F ホール 

＜概 要＞ 

大学スポーツ に関連する 部員（個人及び複数人）による不祥事に対しての処分は、 社会的責

任（廃部、活動停止、体外試合禁止、責任者の辞任等）が存在する。大学スポーツにおいては、い

わゆる「連帯責任」という概念に基づいて、チーム、大学に渡って追求されることが多い。不祥事

に関与した当事者が問われることは当然であるが、所属する構成員まで巻き込んだ連帯責任を科す

ことは、スポーツをする権利を奪い「人権侵害」に繋がるのではないか。現代の「教育課題」は「個

の確立」と「多様性の尊重」である。本研修会では、教育機関内での活動である大学スポーツにお

いて、「連帯責任」という処分が課せられている社会的背景や学生アスリートへの影響などについ

て意見交換を行った 。 

なお、 事前に「体育会学生の不祥事に対する連帯責任について」のアンケート調査を実施し、

その結果を参考に意見交換を実施した。 

 

挨拶：灘 英世 KCAA ガバナンス構築 WG 座長／関西大学・教授 

総括：岡本大典 弁護士 
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＜参加者＞ 10 名  

 

 

４．価値向上 WG 担当 

4-1  2019 年に、電通関西支社のご協力のもと、 SA 研修の一環として SDG's カードゲーム体験

会を開催した。このように近年ではアクティブな学習スタイルが主流となってきている。そこで、

本 WG においても、学生アスリート教育、特に自らのキャリアに関する気づきと学びを得るため

のカードゲームの開発を行って来た。本カードゲームは対面型であるため COVID-19 の影響によ

る延期を重ねる中、学生アスリート教育にご賛同頂ける企業様との資金提供ならびに共同事業で

の合意を得て、本年 2 月 25 日に キャリアシミュレーションカードゲーム「 FUTURE QUEST 」

として「KCAA カンファレンス 2023」にて完成発表を行った。  

現在は 「 FUTURE QUEST 」の課金化のために、公認ファシリテーター養成講座の内容等を協

議している最中である。 
（別添３．キャリアシミュレーションカードゲーム「FUTURE QUEST」完成発表資料） 

 

4-2 KCAA 学生部会 

 学生自身が、大学スポーツを盛り上げ、大学スポーツの価値を切り開くという活動には、学生

自身が取り組むからこその意義と、学生にとっての学びや楽しみがある。その学びや楽しみを元に、

大学や競技、立場を超えて学生が集い、さまざまな立場の人々とともに大学スポーツを盛り上げる

活動に取り組むことができれば、大学スポーツは、社会の中で持続的に発展していく。この様な主

旨のもと、大学スポーツを軸に、多様な取り組みをしている学生や学生団体が、価値向上 WG の

もと「 KCAA 学生部会」として 2020 年に立ち上がった。  

しかしながら、 COVID-19 の影響により、部会の学生同士のコミュニケーションも希薄となっ

た。その様な中で新たな部会メンバーの確保は極めて困難な状況に陥っている。現在では、 COVID-

19 の感染状況が下火となり、ある程度、自由な活動を行えるようになったものの、新たな部会員を

確保しきれずに３世代目になり、勧誘や展開のための部員がいない状況である。今後は新たな展開

を考える必要が生まれている。 

 

５．応援促進プログラム 

＜概 要＞ 

応援促進プログラムは⼤学スポーツをもっと身近に、もっと楽しく感じてもらえるよう、KCAA が

交流試合や地域を巻き込んだイベントに支援する（盛り上げる）プログラムである。 

スポーツを「する」ことにこだわらない、学生による、学生を勇気づける取り組み、⼤学スポー

ツの魅力発信を⽬的とした取り組みなどにも範囲を広げ、今年度は関西経済連合会の協力も得て、

アスリート派遣などの可能性も考えながら募集を行ったが、申請がなかった。今後は募集方法を工

夫をするなど、検討が必要である。 
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６．KCAA 大学スポーツ奨励賞 

＜概 要＞ 

本制度は各大学の大学スポーツに関わる活動のモデルと成りうる実績

を有する個人活動を顕彰し、今後の活躍を奨励することを目的として設け

たもので、推薦対象者はスポーツに関わる活動を行っていれば学生アスリ

ート、主務、マネージャー、学生トレーナー、学生指導者等問わない。各

大学より１名を推薦できる。 

本年度は 17 名に授与した。表彰式は 2/25 の「KCAA カンファレンス

2023」の中で行い、受賞者には表彰盾を贈呈した。 

 

 

 

2022 年度 KCAA 大学スポーツ奨励賞受賞者一覧 

（表彰内容については巻末資料をご覧ください） 

  氏名（五十音順） 所属大学 学部 
学

年 
団体名称（競技種目） 役割 

1 上野 輝人 大阪経済大学 経済学部 4 サッカー部 主将 

2 大江 昭昌 追手門学院大学 社会学部 3 KCAA 学生部会 総務 

3 岡田 彩愛 大阪体育大学 体育学部 4 ハンドボール部女子 主将 

4 
小栗 瑛哉 大阪産業大学 スポーツ健康学

部 

4 バスケットボール 主将 

5 坂本 花織 神戸学院大学 経営学部 4 スケート部 

（フィギュア） 
部長 

6 
佐々木 啓太 びわこ成蹊スポーツ

大学 

スポーツ学部 4 サッカー部 主将 

 佐藤 灯  龍谷大学 政策学部 4 バドミントン部 選手 

7 竹村 友汰 大阪工業大学 知的財産学部 4 空手道部 主将 

8 壷井 達也 神戸大学 国際人間科学部 2 スケート部 

（フィギュア） 
選手 

9 中角 太陽 大阪電気通信大学 医療福祉工学部 4 硬式野球部 主将 

10 
西守 楓 甲南大学 文学部 4 サッカー部 副務・マネー

ジャー責任者 

11 羽渕 晴一朗 関西大学 総合情報学部 2 ハンドボール 選手 

12 樋口 鈴香 関西学院大学 社会学部 4 ラクロス部女子 主務 
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13 三浦 愛華 園田学園女子大学 人間健康学部 3 陸上競技部 選手 

15 
村田 希空 立命館大学 文学部 2 スキー部（スノーボー

ドアルペン） 

選手 

16 
山内 政吾 大阪学院大学 法学部 4 サッカー部 主務・学生コ

ーチ 

17 山下 勝将 近畿大学 経営学部 2 ゴルフ部 選手 

   

 

７．SA（スポーツ・アドミニストレーション）会議 

一般に、スポーツ・アドミニストレーター（Sport Administrator）とは、行政組織や高等教育機関

等の公的部門において、スポーツの文化的な普及と推進にかかわる業務等を計画的かつ継続的に調

整・管理・遂行していく人材を意味している。（一社）大学スポーツ協会（UNIVAS）は、「教育、研

究、課外活動および社会貢献を含め、学内のスポーツ活動に一定の知識・経験を有しつつ、大学ス

ポーツの事業開拓とブランド力の向上を推進する力を有し、学内のスポーツ活動の企画立案、コー

ディネート、資金調達等を担う者」としてスポーツ・アドミニストレーターを定義している。 

それゆえ、大学は，スポーツの文化的享受を通じて学生のウェルビーング（Well-being）なライ

フスタイルの形成を図るために、スポーツ・アドミニストレーターを配置することによって、様々

なスポーツ環境を整備・充実するという業務（スポーツ推進事業）を計画的に展開していくことが

肝要である。こうした様々なスポーツ推進事業の計画的な運営は、「スポーツ・アドミニストレーシ

ョン」（Sport Administration）と呼ばれ、関西の多くの大学の場合、学生部（学生課／学生生活課）

がその役割を担っているものと思料される。そうした意味では、営利を追求する民間部門などが実

践する「スポーツマネジメント」（Sport Management）とは峻別される必要もあろう。とはいえ、実

際のスポーツ推進事業の実践レベルにおいては、両者の区別が難しいことは否めない。 

いずれにせよ、KCAA では、学生のウェルビーングなライフスタイルの実現をめざす学生支援部

署の観点から，スポーツ・アドミニストレーションの効果的かつ効率的な展開を図っていくために、

スポーツ・アドミニストレーション会議（通称；SA 会議）を定期的に開催している。その構成メン

バーは、会員大学において主に体育会学生の支援を担う部局（学生部やスポーツ局など）の教職員

であり、スポーツの専門的知識・知見を有する方や体育会以外の学生の支援を担う方など、多岐に

わたっている。しかしながら、多様な構成メンバー間には「大学スポーツに真摯に取り組む学生を

本気で支援する」というパッション（熱意・意欲）とアクション（自発的な行動）があることは共

通しており、これこそが SA 会議の本質であると言ってもよい。いわば、SA 会議は、学生の人間的

成長支援の最前線にたつ現場教職員間での情報共有、およびブレインストーミングの場として機能

している。 

2022 年度は、zoom を活用したオンライン会議形式で 7 回開催し（参加人数は毎回 15 名前後）、

以下のような情報共有／ブレインストーミングと学習会（5 つのテーマ）を実施することができた。 

 

［情報共有／ブレインストーミングの内容］ 

 ・自己紹介と 2022 年度事業計画について（8 月） 

・全国大会に出場する公認団体や個人に対する補助制度について（9 月） 

・大学の応援グッズの種類や販売方法等について（10 月） 

・授業時間の変更（100 分授業もしくは 115 分授業など）による体育会クラブ活動時間の制約

について（12 月） 
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・体育会施設の占有利用について（1 月） 

・セミナーハウス等の大学宿泊施設の現在（コロナ収束期）の運用ルールについて（1 月） 

 ほか 

 

［学習会のテーマ］ 

① スポーツマネジメントとは何か：スポーツを動かす力（9 月） 

② スポーツという「不便益」文化から得られるものは何か？（10 月） 

③ 「第 3 期スポーツ基本計画」と大学のスポーツ政策づくり（11 月） 

④ 「NCAA から学ぶ学生アスリート支援～私たちはどのような学生アスリート支援を行え

ばよいのか～」（12 月） 

⑤ 「北米における大学スポーツのマネジメントに関する視察報告」（3 月） 

 

 

８．KCAA カンファレンス 2023「関西の大学スポーツの未来を語ろう」 

＜実施日＞ 2023 年 2 月 25 日（土）13：00～16：35 

＜場 所＞ 立命館いばらきフューチャープラザ・イベントホール 

（立命館大学大阪いばらきキャンパス）・オンライン併用 

＜概 要＞ 

2022 年、KCAA は設立 5 周年を機に「Next5 構想」を策定し、関西の大学スポーツの発展を推

進する新たなフェーズに踏み出した。大学スポーツ振興は、学生アスリートにとって、一般学生

にとって、大学にとって、そして地域経済・社会にとっての「価値創造」に資する事業である。一

方、各大学における大学スポーツ振興の方針や取り組みは、大学の法人形態や経営方針、規模、

運動部の管理体制などによって様々である。また、大学スポーツの価値創造・向上における自治

体や企業との連携の重要性は高まっている。 

本カンファレンスは 2 部構成とし、1 部では加盟校 3 大学の学長より、大学スポーツ振興の方

針や取り組みを報告していただき、多様性の相互理解を深めると共に、2 部では各大学が培ってき

た英知の共有と、大学・企業・組織間連携の在り方について議論した。 

 

＜プログラム＞ 

13:00- 開会挨拶 伊坂忠夫（KCAA 会長） 

13:10- KCAA 大学スポーツ奨励賞表彰式 

13:45- カンファレンスⅠ「関西の大学スポーツの未来像Ⅰ：大学経営と大学間連携」 

  登壇者：松重 和美 氏（四国大学長） 

  荻田 喜代一 氏（摂南大学長） 

  前田 裕 氏（関西大学長） 

  モデレーター：伊坂 忠夫（KCAA 会長） 

 

15:15- カンファレンスⅡ「関西の大学スポーツの未来像Ⅱ：地域社会と Well-being」 

  登壇者：野崎 治子 氏（関西経済連合会スポーツ振興委員会委員長） 

  野田 義和 氏（東大阪市長） 

          藤本 淳也（KCAA 副会長・大阪体育大学学長補佐） 

      モデレーター：中西純司（KCAA 事務局長・理事） 

 

16:15- キャリアシミュレーションカードゲーム「FUTURE QUEST」完成発表 
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16:25- 閉会挨拶 

 

＜総合司会＞ 向山 侑汰（関西学生放送連盟所属・大阪経済大学） 

＜後 援＞ 関西経済連合会、関西広域連合 

＜協 力＞ 関西学生放送連盟 

＜参加者＞ 73 名（対面・オンライン） 

 

 

Ⅴ．関西のスポーツ振興に向けた経済界との連携 

 

関西経済連合会（以下関経連）は 2019 年からはじまるゴールデン・スポーツイヤーズを好機と

してとらえ、スポーツで関西を元気にすべく、2018 年度に「関西スポーツ振興ビジョン」を打ち出

された。同ビジョンでは「生涯スポーツの振興」「トップアスリートの育成」「スポーツイベントの

招致」「スポーツ産業の振興」という 4 つの柱（図１、２）に基づき様々な提案がなされており、ス

ポーツ振興のための取り組みをオール関西で具体化・推進することをめざし、経済団体・自治体・

スポーツ関係団体、大学等が一堂に会する「関西スポーツ振興推進協議会」が 2018 年 12 月に設立

され、KCAA 伊坂会長と藤本副会長が一員として参画している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KCAA と関経連は、2019 年 9 月に第 1 回「関経連スポーツ振興委員会と KCAA との懇談会」を

開催し、関西のスポーツ振興に向けた連携を図っていくことを合意している。 

2022 年 12 月 19 日には 2025 年「スポーツで輝く関西」の実現に向けて、関経連・KCAA の主催

にてシンポジウムを開催した。 

 

第１回関西スポーツ振興シンポジウム 
 

＜実施日＞ 2022 年 12 月 19 日（土）14：00～17：00 

＜場 所＞ NBC 会館 2 階「松の間」（中之島センタービル）・オンライン併用 

＜概 要＞ 

関経連および KCAA の活動紹介を行うとともに、スポーツ庁や日本スポーツ振興センター

ハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）の関連施策と連携を図りつつ、関西がスポーツ

振興モデル地域として発展していく為の課題や取り組みの方向性等を共有し、次のアクション

につなげていくための意見交換の場とした。 

図２ ４本柱について 図 1 関西スポーツ振興ビジョンの目指す形 
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＜プログラム＞ 

14:00- 開会挨拶 関西経済連合会長 松本 正義 氏 

14:10- 講演「スポーツ医・科学を通じた競技力向上等について」 スポーツ庁長官 室伏 広治 氏 

14:40-  講演「HPSC によるスポーツ医･科学、情報面からの支援と地域･社会への還元」 

行政法人日本スポーツ振興センター理事 

ハイパフォーマンススポーツセンター長／国立スポーツ科学センター長 久木留 毅 氏 

15:10-  事業報告 関西経済連合会のスポーツ振興に関する取り組みについて 

大学スポーツコンソーシアム KANSAI の取り組みについて 

15:30-  パネルディスカッション「スポーツ医科学で支える関西のスポーツと社会」 

     ＜パネリスト＞ 関西経済連合会スポーツ振興委員長 野崎 治子 氏 

 大阪大学大学院医学系研究科教授 中田 研 氏 

 シドニー・アテネ五輪 アーティスティックスイミング(団体) 

  銀メダリスト            巽 樹理 氏 

  京都トレーニングセンター長        馬渕 博行 氏 

＜ファシリテーター＞大学スポーツコンソーシアム KANSAI 副会長 藤本 淳也 

16:50-  閉会挨拶 大学スポーツコンソーシアム KANSAI 会長 伊坂 忠夫 

 

＜主 催＞ 関西経済連合会、大学スポーツコンソーシアム KANSAI 

＜共 催＞ 大阪大学、関西スポーツ振興推進協議会 

＜後 援＞ 日本スポーツ振興センターハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）、経済産業省、

一般社団法人アスリートネットワーク 

＜協 力＞ 京都府立丹波自然運動公園協力会京都トレーニングセンター、ワールドマスターズゲー

ムズ 2021 関西組織委員会 

＜参加者＞約 200 名（オンライン含む） 

 

 

Ⅵ．後援事業 

2022 年度に KCAA が後援を行った事業は以下の通りである。 

 
1. 株式会社スポーツフィールド主催「松下幸之助勉強会」2022.5～2023.3 
2. 一般社団法人フルコンタクト空手コミッション主催「第 1 回全日本学生フルコンタクト空手道選

手権大会」2022.11.20 
3. 立命館大学スポーツ健康科学総合研究所他主催「令和 4 年度スポーツ庁委託事業 女性アスリー

トの育成・支援プロジェクト・女性アスリートの課題解決型実践プログラム受託 3 団体によるシ

ンポジウム「すべての女性アスリートに先端的支援が行きわたることをめざして」2022.8.29 
4. 大阪体育大学主催「フレンドリーマッチ 2022 大阪体育大学×武庫川女子大学」2022.11.21 
5. 立命館大学スポーツ健康科学総合研究所主催シンポジウム「都市とスポーツ」2022.12.8、

2022.12.15 
6. 株式会社スポーツフィールド主催「スポーツ指導者向けコンプライアンス勉強会～情熱ある指導

者をスポーツ界から失わないために」2022.12.15 
7. ワールドマスターズゲームズ 2021 関西主催「インターカレッジコンペティション 2022」 
8. 日本ラグビーフットボール協会他主催「スポーツ満員プロジェクト」2023.1 
9. 日本ラグビーフットボール協会他主催「花園満員プロジェクト」2022.3 

以上 
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参考 

別添１．シンポジウム「大学スポーツ再発見」ポスター 
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別添２．シンポジウム「大学スポーツ再発見」報告書 
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別添３．KCAA カンファレンス 2023「関西の大学スポーツの未来を語ろう」ポスター 
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別添４．キャリアシミュレーションカードゲーム「FUTURE QUEST」完成発表資料 
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別添５．KCAA 大学スポーツ奨励賞受賞者紹介資料 

2022 年度 KCAA ⼤学スポーツ奨励賞 受賞者（17 名） 
※HP で紹介しています。  

https://www.kcaa-jp.org/post/2022awards-1 

  
⽒名（五⼗⾳
順） 

⼤学 
学部・学年 
所属団体名・役割 

 

1 上野 輝⼈ 
⼤阪経済⼤学 
経済学部 4 年 
サッカー部主将 

 

2 ⼤江 昭昌 
追⼿⾨学院⼤学 
社会学部 3 年 
KCAA 学⽣部会総務 

 

3 岡⽥ 彩愛 
⼤阪体育⼤学 
体育学部 4 年 
ハンドボール部⼥⼦主将 

 

4 ⼩栗 瑛哉 
⼤阪産業⼤学 
スポーツ健康学部 4 年 
バスケットボール部主将 
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5 坂本 花織 
神⼾学院⼤学 
経営学部 4 年 
スケート部⻑ 

 

6 佐々⽊ 啓太 
びわこ成蹊スポーツ⼤学 
スポーツ学部 4 年 
サッカー部主将 

 

7 佐藤 灯 
⿓⾕⼤学 
政策学部 4 年 
バドミントン部選⼿ 

 

8 ⽵村 友汰 
⼤阪⼯業⼤学 
知的財産学部 4 年 
空⼿道部主将 

 
9 

壷井 達也 
神⼾⼤学 
国際⼈間科学部 2 年 
スケート部選⼿ 
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10 中⾓ 太陽 
⼤阪電気通信⼤学 
医療福祉⼯学部 4 年 
硬式野球部主将 

 

11 ⻄守 楓 

甲南⼤学 
⽂学部 4 年 
サッカー部 
マネージャー、責任者 

 

12 ⽻渕 晴⼀朗 
関⻄⼤学 
総合情報学部 2 年 
ハンドボール部選⼿ 

 

13 樋⼝ 鈴⾹ 
関⻄学院⼤学 
社会学部 4 年 
ラクロス部⼥⼦主務 

 

14 三浦 愛華 
園⽥学園⼥⼦⼤学 
⼈間健康学部 3 年 
陸上競技部選⼿ 
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15 村⽥ 希空 
⽴命館⼤学 
⽂学部 2 年 
スキー部選⼿ 

 

16 ⼭内 政吾 
⼤阪学院⼤学 
法学部 4 年 
サッカー部主務・学⽣コーチ 

 

17 ⼭下 勝将 
近畿⼤学 
経営学部 2 年 
ゴルフ部選⼿ 
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 大学スポーツコンソーシアム KANSAI（KCAA） 
事務局 

 
525-8577 滋賀県草津市野路東 1-1-1 

立命館大学スポーツ強化オフィス内 

TEL：077-561-5734 

MAIL：kcaajimu@kcaa-jp.org 


